
平 成 28 年 3 月 31 日

石 川 県 輪 島 市

社会資本総合整備計画 事後評価

安全安心の確保や利便性の向上による定住人口や交流人口の確保



平成 28 年 3 月 31 日

1 安全安心の確保や利便性の向上による定住人口や交流人口の確保

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 輪島市

・観光入込客数の減少率を4.6％／年（H20→H21）から4.0％／年（H26→H27）に回復
・人口の減少率(社会動態)1.1％／年(H21→H22)から0.9％／年(H26→H27)に回復

（H22当初） （H25末） （H27末）

①輪島市内における観光入り込み客数を測定する。 4.6％／年 4.3％／年 4.0％／年

②輪島市内における人口及び社会動態を計測する。 1.1％／年 1.0％／年 0.9％／年

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27 (提案事業)

1-A-1 都市再生 一般 輪島市 直接 輪島中央地区都市再生整備計画 4,364 17

1-A-2 防災 一般 輪島市 直接 輪島地区都市防災事業計画 199

1-A-3 都市再生 一般 輪島市 直接 町野地区都市再生整備計画 22 4

1-A-4 都市再生 一般 輪島市 直接 臨空地区都市再生整備計画 171

合計 4,756 21

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-B-1 道路 一般 輪島市 直接 3,682

合計 3,682

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27
1-C-1 施設整備 一般 輪島市 間接 火葬場 A=1,500㎡ 760
1-C-2 活動支援 一般 輪島市 直接 交流促進事業 1式 236
1-C-3 施設整備 一般 輪島市 間接 自動車学校 A=8,000㎡ 80
1-C-4 施設整備 一般 輪島市 直接 三井地区地域交流施設 A=350㎡ 122
1-C-5 施設整備 一般 輪島市 間接 空地解消事業(保育所関連) A=3,500㎡ 113

1-C-6 施設整備 一般 輪島市 直接 マリンタウン緑地 A=2,000㎡ 210

合計 1,521

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

1-C-4 都市再生整備計画事業(1-A-1・1-A-3・1-A-4)と一体的な施設整備により地域活動の場の確保を図る。

1-C-5 都市再生整備計画事業(1-A-1)と一体的な施設整備により都市機能(子育て)の確保や空き地の解消を図る。

1-C-6 都市再生整備計画事業(1-A-1)と一体的な施設整備により地域交流や観光交流の場の確保を図る。

輪島市穴水町環境衛生施設組合 輪島市
輪島市 輪島市

まちづくり輪島 輪島市

一体的に実施することにより期待される効果

都市再生整備計画事業(1-A-1)との一体的な道路整備により、市街地とのアクセスを向上し安全安心の確保や利便性の確保を図る。(定住人口及び交流人口の確保)

番号

一体的に実施することにより期待される効果

都市再生整備計画事業(1-A-1・1-A-3・1-A-4)と一体的な施設整備(設備増設)により高齢化社会における焼却待ちの解消やペット火葬需要への対応を図る。

都市再生整備計画事業(1-A-1・1-A-3・1-A-4)と一体的にソフト面における取り組みを強化することにより観光交流人口の確保を図る。

都市再生整備計画事業(1-A-1・1-A-3・1-A-4)と一体的な施設整備により地域における免許取得の場を確保し他地域への流出防止を図るとともに合宿免許等による交流人口の確保を図る。

輪島市 輪島市
社会福祉法人町野福祉会 輪島市

輪島市 輪島市

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

輪島市 市道まがき線 L=1,400m・W=6.5m 輪島市

市町村名番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

輪島市 地域交流センター、広場、道路等927ha 輪島市

輪島市 道路、公園等430ha 輪島市

中学校、博物館、観光交流センター等156ha 輪島市

輪島市 道路362ha 輪島市

効果促進事業費の割合
15.5%

（Ｃ＋21）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

１．交付対象事業の進捗状況

　　　　平成28年3月

Ｂ

　　　　輪島市ホームページ

　都市再生整備計画の指標に関する検討会において審議を実施

地区内における安全安心の確保や利便性を向上することにより、定住人口及び交流人口の確保を図る。

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
9,959百万円 Ａ 4,756百万円 3,682百万円 Ｃ 1,521百万円

輪島市



Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

特になし

３．特記事項（今後の方針等）

観光交流に資する取り組みを重点的に実施してきた結果、定住促進の分野にやや遅れが生じていることから、今後、観光地としての魅力の維持、向上による観光を中心とした産業と併せて、公共施設の再編や公共空地の利活
用、公共交通の充実等、市民生活における良好なサービスの提供や将来人口を見据えたコンパクトシティプラスネットワークの推進を図る必要がある。

  0.47%／年

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

  4.00%／年

-29.90%／年

  0.90%／年
Ⅱ定量的指標の達成状況

①輪島市内の観
光入込客数

②輪島市内の人
口及び社会動態

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

都市再生整備計画事業や効果促進事業において観光交流施設や地域交流広場等を整備したほか、観光交流に資するイベント等の支援を実施し観光地としての魅力が向上した
ことにより観光入込客数が増加した。
都市再生整備計画事業や関連社会資本整備事業、効果促進事業において道路や火葬場、自動車学校、緑地等を整備し、住みやすいまちづくりを推進したことにより人口の減
少が抑制された。

各種施設の整備で観光地としての魅力が向上にたことに加え、北陸新幹線金沢開業やＮＨＫ連続テレビ小説まれ
放映の効果もあり、減少率を抑えるとしていた観光入込客数が増加に転じたと考えられる。

各種施設の整備により市内のアクセス向上、交流機会の増加を図ることで住みやすいまちづくりを推進した結
果、目標を達成することが出来たと考えられる。


